
 

 

令和５年度 努力点推進計画 

令和５年４月  

１ 研究主題        主体的に学ぶ児童の育成 

～児童が気付きを得るためのＩＣＴの活用を目指して～ 

 

２ 研究のねらい 

  2020年度から全面実施された学習指導要領では、「何を学ぶか」だけではなく、「ど

のように学ぶか」を重視して、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善をし

ていくことが改訂のポイントとして挙げられている。 

それを受け本校では、昨年度から「主体的に学ぶ児童の育成」と題し、授業改善に取

り組んでいる。その中でも、昨年度は、学習場面に応じてＩＣＴを活用した授業づくり

を行い、「主体的な学び」を実現することができるように研究を進めてきた。 

その成果として、教材提示の場面でＩＣＴを活用することで、学ぶことに興味や関心

をもち、進んで学習に取り組む姿が見られた。また、考えを伝える場面で、ロイロノー

トなどを活用して考えを共有することで、短時間で新たな考えを見付けることができ

た。さらに、学習を振り返る場面でＩＣＴを活用することで、次の学習へとつなげる姿

が見られた。 

しかし、児童の発達段階によっては、自分の考えをまとめる場面で時間が掛かり、友

達の考えと比べたり、考えのよさに気付いたりする活動を十分に行わせることができな

かった。また、児童用タブレットを使用させることで、対話が少なくなったり、使用す

ること自体が目的になったりすることもあった。これは、ＩＣＴを活用する場面を精選

しきれなかったことが原因であると考える。黒板やノートなどを使った従来の学習と、

ＩＣＴを活用した学習には、それぞれのよさがあり、児童の実態や学習内容によって適

切に使い分ける必要がある。 

  そこで、今年度は昨年度の課題を踏まえて、ＩＣＴを活用することで、児童が気付き

を得られる場面に焦点を当てて、「主体的な学び」の実現を追究していくことにした。

「なかまなビジョン」には、学習過程は「導入（問題意識を生み出す活動）」「展開（追

究する活動）」「まとめ（学んだことをまとめ、振り返る活動）」の三つの場面がある

ことが示されている。三つの場面から、ＩＣＴを活用することで児童が気付きを得られ

る場面に焦点を当てて授業改善を図ることで、主体的に学ぶ児童を育成し、「主体的・

対話的で深い学び」につなげていくことができるようにする。 

 

３ ＩＣＴを活用することで気付きが得られる場面の例 

 (1) 導入（問題意識を生み出す活動） 

  ・ 提示された資料から予想し、めあてにつなげる活動 

  ・ 前時までの学びを振り返ることで自分の課題に気付く活動 

 (2) 展開（追究する活動） 

  ・ 自分の考えをまとめた後に友達と考えを共有して、考えのよさに気付く活動 

 (3) まとめ（学んだことをまとめ、振り返る活動） 

  ・ これまでの学習とのつながりに気付き、振り返る活動 

 


